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1. 概要

• 一般事項

国際交流ガイドラインの作成

技術士会内の各活動主体が、技術士会としての共通
の基盤の上に国際交流を推進できるように、ガイドラ
インを作成した。

• 交流活動

①FEIAPへの参加

②EAとの交流

③IMechEとの交流



2. FEIAP参加



FEIAPとは
• Federation of Engineering Institutions in Asia and 

Pacific（アジア太平洋地域の技術士会連合）
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FEIAPの内容構成と

会員エコノミー

• 相互理解、情報交換、共通問題に関する委員会
（技術士教育、環境、情報コミュニケーション
ン技術、自然災害）

• 会員エコノミー：東南アジア諸国、インド、台
湾、中国、韓国、日本、オーストラリア、
ニュージーランド、アメリカ、ペルー、パプア
ニューギニア、フィジー、ブータン、ナイジェ
リア、パキスタン、中央アジア）



開催地
2015年 11月 EXCO Meeting クアラルンプール

2016年 7月 総会（小） パース

11月 EXCO Meeting プエルトプリンセサ 不参加

2017年 5月 総会（大） イスラマバード 不参加

2017年 11月 EXCO Meeting バンコック

2018年 春 総会（小） クアラルンプール？

秋 EXCO Meeting シンガポール？

2019年 春 総会（大）

今期

来期



2016年11月CAFEO開催時の

EXCOミーティング

（クアラルンプール）



来期の課題
• 防災関連情報による常設委員会
（Standing Committee)への一層の貢献

• FEIAP総会の東京開催

• 教育標準化への貢献



3. EAとの交流



EAとは？
• Engineers Australia

（オーストラリア技術士会）

オーストラリアのプロ技術者の集合体で、日本に
おける日本技術士会に匹敵する組織。

技術教育や、様々な分野の国際会議のホストも積
極的に実施している。



今期の活動

• 日本技術士会（IPEJ）とEA（オーストラリア技
術士会）との友好協定締結

情報交換、相互イベント参加

• 2016年オーストラリアのパースで開催された
FEIAP会議に合わせ、現地でEAとミーティング
（初回）を行った。相互活動の紹介を行った。

• 2016年11月にAustralian Engineering Conference（2

年に1回開催されるEA全国大会）がブリスベン
で開催され、これに参加した。

• 国際交流報告会での発表（不参加）



Australian Engineering Conferenceの

セッション状況



Exhibition Booth



懇親会



来期の課題

• 交流定例化へ向けて、相互メリットの発見



4. IMechEとの交流

（英国機械技術者協会）



IMechEとは？
• IMechE（英国機械技術者協会）

英国のほとんどすべての技術（Civil以外）を

リードする技術者を統合した日本技術士会のよう
な組織。C.Eng（チャータードエンジニア）の大部
分を擁する。



今期の活動
• IPEJとIMechEとの友好協定締結

• 月刊誌送付開始

• 2016年技術士全国大会（横浜）にIMechEの蛯名
氏を招待

• 日英合同会議（仮称）への道筋をつける

目的：日英技術士の技術交流

主テーマ（案）：QEPrizeの日本への普及

場所：英国大使館（千鳥ヶ淵）



Queen Elizabeth Prize

• エリザベス工学賞

人類にグローバルな恩恵をもたらした画期的な技術革新を
担ったエンジニアに報酬を与え、賞賛する世界的な賞。

工学のノーベル賞ともいわれる

• 賞金100万ポンド（ノーベル賞とほぼ同じ）

• 隔年で実施（2013年第1回、これまで3回実施）

• 受賞者

第1回（2013）：インターネット、WWW、ロバートカー
ン氏含む5名

第2回（2015）：放出制御型大分子ドラッグデリバリー
システの開発、ロバートランガー氏

第3回（2017）：医療用デジタル映像の画質向上、寺西
信一氏含む4名



来期の課題
• 第1回日英合同会議（仮称）の開催

平成30年1～3月（未定）

• 日英合同会議の定例化

• QEPrize候補者の発掘活動の具体化



お願い

• 国際交流活動に参加してください

• 国際委員会の活動に協力してください

• 国際委員会委員になってください


